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平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

規
　
則

◯
秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
四
・
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
係
る
事
前
協
議
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
六
五
・

環
境
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
六
・
港
湾
空
港
課
）
…
10

◯
秋
田
県
入
港
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
七
・
港
湾
空
港
課
）
…
…
12

◯
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
八
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
12

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
四
号

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「
第
六
十
六

目
次
中
「
第
六
十
六
款
　
福
岡
事
務
所
（
第
百
九
十
四
条
・
第
百
九
十
五
条
）
」
を

第
六
十
六

款
　
福
岡
事
務
所
（
第
百
九
十
四
条
・
第
百
九
十
五
条
）

に
改
め
る
。

款
の
二
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
（
第
百
九
十
五
条
の
二
・
第
百
九
十
五
条
の
三
）
」

第
十
一
条
第
一
項
産
業
経
済
政
策
課
の
項
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
九

号
と
し
、
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
に
関
す
る
こ
と
。

「
福
岡
事
務
所

第
十
五
条
中
「
福
岡
事
務
所
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
」

第
二
章
第
三
節
第
六
十
六
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
六
十
六
款
の
二

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所

（
事
務
）

第
百
九
十
五
条
の
二

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
は
、
県
内
企
業
の
海
外
活
動
の
支
援
、
観
光
の
紹
介

及
び
貿
易
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
行
う
機
関
と
す
る
。

（
名
称
及
び
位
置
）

第
百
九
十
五
条
の
三

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
係
る
事
前
協
議
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
五
号

秋
田
県
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
係
る
事
前
協
議
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
秋
田
県
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
係
る
事
前
協
議
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
七
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
前
協
議
）

第
二
条

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
性
状

二
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
行
う
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
等

三
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
施
設

四
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
処
分
方
法

五
　
県
外
産
業
廃
棄
物
を
搬
入
し
よ
う
と
す
る
理
由

２

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
は
、
県
外
産
業
廃
棄
物
搬
入
事
前
協
議
書
（
様
式
第

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ

名
　
　
　
　
　
　
称

秋
田
県
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
チ
ュ
リ
ア
通
り
六
十
五



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

一
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
協
議
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
県
外
排
出
事
業
者
の
住
民
票
の
写
し
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
登
記
簿
の
謄
本
）

二
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
成
分
の
分
析
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類

三
　
県
外
産
業
廃
棄
物
が
生
ず
る
ま
で
の
工
程
の
概
要
図

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

４

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
内
容
の
変
更
の
協
議
は
、
県
外
産
業
廃
棄
物
搬
入
変

更
協
議
書
（
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
変
更
の
内
容

を
示
す
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
他
の
協
議
内
容

の
変
更
を
伴
う
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
数
量
の
減
少

二
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
期
間
の
短
縮

三
　
県
外
産
業
廃
棄
物
の
数
量
の
減
少
及
び
搬
入
期
間
の
短
縮

６

条
例
第
三
条
第
一
項
の
県
外
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
期
間
は
、
一
年
以
内
と
す
る
。

（
協
定
の
締
結
）

第
三
条

条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定
の
締
結
は
、
県
外
産
業
廃
棄
物
搬
入
協
定
書

（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
四
条
第
一
項
の
環
境
保
全
協
力
金
の
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
下
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

（
報
告
）

第
四
条

条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
県
外
産
業
廃
棄
物
搬
入
状
況
報
告
書
（
様
式
第
四

号
）
に
よ
り
、
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
搬
入
に
あ
っ
て
は
七
月
末
日
ま
で
に
、
七
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
搬
入
に
あ
っ
て
は
翌
年
一
月
末
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
身
分
証
明
書
）

第
五
条

条
例
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
五
号
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
陳
述
）

第
六
条

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
「
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）

は
、
知
事
が
口
頭
で
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
き
を
除
き
、
意
見
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
意
見

書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
意
見
書
の
提
出
期
限
（
口
頭
で
意
見
陳
述
を
す
る
こ
と
を
認
め
た
場
合
に
は
、
そ
の

日
時
）
ま
で
に
相
当
の
期
間
を
お
い
て
、
意
見
陳
述
の
機
会
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
者
に
対
し
、
次

の
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

最
終
処
分
を
行
う
た
め
の
搬
入

中
間
処
理
を
行
う
た
め
の
搬
入

再
生
利
用
を
行
う
た
め
の
搬
入

備
考一

　
こ
の
表
に
お
い
て
「
最
終
処
分
」
と
は
、
県
外
産
業
廃
棄
物
を
埋
立
処
分
す
る
こ
と

を
い
う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
中
間
処
理
」
と
は
、
発
生
か
ら
最
終
処
分
が
終
了
す
る
ま
で
の

一
連
の
処
理
の
行
程
の
中
途
に
お
い
て
県
外
産
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る
こ
と
（
再
生
利

用
を
除
く
。
）
を
い
う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
再
生
利
用
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
県
外

産
業
廃
棄
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

搬
入
量
一
ト
ン
に
つ
き
　
五
百
円

搬
入
量
一
ト
ン
に
つ
き
　
二
百
円

搬
入
量
一
ト
ン
に
つ
き
　
五
十
円

（一）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令

第
三
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
三
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、

環
境
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
者
が
、
環
境
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
を
処
分
す
る
こ

と
。

（二）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七

号
）
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
者

が
、
省
令
第
十
二
条
の
十
二
の
二
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を
行
う
こ

と
。

（三）

産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
等
（
以
下
「
産
業
廃
棄
物
処

分
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
九
以
上

と
な
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
こ
と
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

産
業
廃
棄
物
を
処

分
し
た
後
の
産
業

廃
棄
物
の
重
量

算
式産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
が
製
品
の
部
品
若
し
く
は
原
材
料
と
し
て
利
用
す
る
も
の

又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
が
製
品
の
部
品
若
し
く
は
原
材
料
と
し
て
利
用
す
る

者
に
有
償
若
し
く
は
無
償
で
譲
渡
す
る
も
の
の
重
量

産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
が
製
品
の
部
品
若
し
く
は
原
材

料
と
し
て
利
用
す
る
も
の
又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
＋

が
製
品
の
部
品
若
し
く
は
原
材
料
と
し
て
利
用
す
る
者

に
有
償
若
し
く
は
無
償
で
譲
渡
す
る
も
の
の
重
量



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

一
　
公
表
し
よ
う
と
す
る
事
実
の
内
容
及
び
そ
の
理
由

二
　
意
見
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
（
口
頭
で
意
見
陳
述
を
す
る
こ
と
を
認
め
た
場
合
に
は
、

そ
の
旨
並
び
に
出
頭
す
べ
き
日
時
及
び
場
所
）

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

３



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

４

県外産業廃棄物搬入事前協議書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

秋田県県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議等に関する条例第３条第１項の規定により、次のとおり協議します。

様式第１号　県外産業廃棄物搬入事前協議書（第２条関係）

（表面）

（Ａ４判）

排　出　事　業　所

県内で処分するため

に搬入しようとする

県 外 産 業 廃 棄 物

名　　　　　称

所　　在　　地

種　　　　　類

数　　　　　量

（トン）

性　　　　　状

処　分　方　法

搬　入　期　間 年　　　月　　　日から　　　年　　　月　　　日まで

（ ）



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

５

（裏面）

産

　

　

業

　

　

廃

　

　

棄

　

　

物

　

　

処

　

　

理

　

　

業

　

　

者

　

　

等

収 集 ・ 運 搬

氏名（法人にあっては、名

称 及 び 代 表 者 の 氏 名 ）

住所（法人にあっては、主

た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

許　　可　　年　　月　　日 年　　　月　　　日 許 可 番 号

中　間　処　理

氏名（法人にあっては、名

称 及 び 代 表 者 の 氏 名 ）

住所（法人にあっては、主

た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

許　　可　　年　　月　　日

県外産業廃棄物の処分を行

う施設の名称及び所在地

年　　　月　　　日 許 可 番 号

最　終　処　分

氏名（法人にあっては、名

称 及 び 代 表 者 の 氏 名 ）

住所（法人にあっては、主

た る 事 務 所 の 所 在 地 ）

許　　可　　年　　月　　日

県外産業廃棄物の処分を行

う施設の名称及び所在地

県外産業廃棄物を

県内へ搬入しようと

す 　 る 　 理 　 由

備　　　　　　　考

年　　　月　　　日 許 可 番 号



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

６

県外産業廃棄物搬入変更協議書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

秋田県県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議等に関する条例第３条第１項の規定により、次のとおり協議します。

様式第２号　県外産業廃棄物搬入変更協議書（第２条関係）

（Ａ４判）

変
　
　
　
　
　
更
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
容

変　　更　　後

変　　更　　前

変　更　の　理　由

（ ）



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

７

県外産業廃棄物搬入協定書

（以下「甲」という。）と秋田県（以下「乙」という。）とは、秋田県県外産業廃棄物の搬

入に係る事前協議等に関する条例第４条第１項の規定に基づき、 年　　月　　日付けで協議が成立した県外

産業廃棄物の搬入について、次のとおり協定を締結する。

第１条 甲は、乙との協議の内容を遵守し、県外産業廃棄物を適正に処理する。

第２条 協定期間は、 年　　月　　日から環境保全協力金の納入が終了するまでとする。

第３条 甲は、乙に対し環境保全協力金を納入する。

２　環境保全協力金の額は、秋田県県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議等に関する条例施行規則第３条第２項の表

に定める金額に条例第６条の規定により報告した県外産業廃棄物の搬入量を乗じて得た額とする。

３　環境保全協力金の額に100円未満の額があるときはその額を、環境保全協力金の全額が500円未満であるときは全

額を切り捨てるものとする。

第４条 甲の環境保全協力金の納入は、乙が送付する納入通知書により行うものとする。

第５条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関し疑義が生じたときは、甲と乙が協議して定めるものとする。

この協定の締結を証するため、この協定書を２通作成し、甲乙両者記名押印の上、各自その１通を保有するものと

する。

年　　月　　日

甲　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

乙　秋田県知事　　　　　　　　　　　□

様式第３号　県外産業廃棄物搬入協定書（第３条関係）

（Ａ４判）

（ ）
印



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

８

県外産業廃棄物搬入状況報告書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

秋田県県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議等に関する条例第６条の規定により、次のとおり報告します。

様式第４号　県外産業廃棄物搬入状況報告書（第４条関係）

（Ａ４判）

搬　　　入　　　期　　　間 年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

最　　終　　処　　分 中　　間　　処　　理 再　　生　　利　　用

搬
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
先

搬
　
　
　
　
入
　
　
　
　
実
　
　
　
　
績

最　　終　　処　　分

中　　間　　処　　理

再　　生　　利　　用

氏名（法人にあっては、

名称及び代表者の氏名）

住所（法人にあっては、

主たる事務所の所在地）

県 外 産 業 廃 棄 物 の

処 分 を 行 っ た 施 設

の 名 称 及 び 所 在 地

産業廃棄物の種類 搬　 入　 量（トン）

合計

合計

合計

摘　　　　　　　　要

（ ）

備考　１　搬入量については、小数点以下第３位まで記載してください。

２　摘要欄には、埋立て、焼却、中和その他具体的な処分の内容を記載してください。



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

９

第　　　号

身分証明書

職氏名

年　　月　　日生

秋田県県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議等に関する条例第７条第１項の規定による立入検査をすることが

できる職員であることを証明する。

年　　月　　日交付

秋田県知事　　　　　　　　

様式第５号　身分証明書（第５条関係）

（表面）

秋田県県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議等に関する条例抜粋

（立入検査）

第７条　知事は、この条例の施行に必要な限度において、県外産業廃棄物を県内で処分するために搬入する県外

排出事業者又は当該県外排出事業者から委託を受けて県外産業廃棄物の収集若しくは運搬若しくは処分を行う

産業廃棄物処理業者等に対し、必要な報告若しくは資料の提出を求め、又は当該職員に、事務所若しくは事業

場に立ち入り、帳簿書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることについて協力を求めるこ

とができる。

２　前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならな

い。

（裏面）

8.5センチメートル

6
.0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

印



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
六
号

秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
秋
田
港
、
船
川
港
又
は
能

代
港
の
係
留
施
設
（
マ
リ
ー
ナ
施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
知
事
が
指
定
す
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
当
該
使
用
の
許
可
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
い
許
可
を
受
け
た
者
が
、
条

例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
に
係
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
二

項
の
規
定
の
例
に
よ
り
変
更
の
許
可
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

10



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

11

（記号及び番号）

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

係留施設の使用許可について（申請）

次のとおり（岸壁、物揚場）を使用したいので、秋田県港湾施設管理条例第３条第１項の規定により申請します。

様式第１号　係留施設使用許可申請書（第１条関係）

（Ａ４判）

船　　　　　　　　名

船　　　　　　　　種 船　 の　 国　 籍

使　　用　　目　　的

係　留　施　設　名

総　　ト　　ン　　数

長　　　　　　　　さ

幅

トン
※ 着　港　前　寄　港　名

※ 出　港　後　寄　港　名

入 出 港 時 最 大 喫 水

（満　船　時　喫　水）
メートル

危 険 物 積 載 の 有 無
並 び に 種 類 及 び 数 量

メートル

メートル

係　　留　　期　　間

実　係　留　期　間

使　　　用　　　料 岸　壁　　　　物　揚　場 円

主　　　　　な　　　　　揚　　　　　荷 主　　　　　な　　　　　積　　　　　荷

品　　　　　名 数　　　量 仕　出　港 品　　　　　名 数　　　量 仕　向　港

年　　月　　日　　時　　分から
時間　　分

年　　月　　日　　時　　分まで

年　　月　　日　　時　　分から
時間　　分

年　　月　　日　　時　　分まで

（注）１　太枠内は、記入しないでください。

（注）２　※印の欄は、申請時に確定している場合に記入してください。

（注）３　入出港時最大喫水が申請時に確定していない場合は、満船時喫水を記入してください。



平成15年 8月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

12

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
入
港
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
七
号

秋
田
県
入
港
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
入
港
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
準
じ
て
」
を
「
準
じ
た
届
出
書
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
届
出
は
、
港
湾
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
知
事
が
指
定
す
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
八
号

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
の
二
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
の
（は）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
一
の
（は）

項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

３

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
結
果
の
報
告
書
に
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に

よ
り
調
査
資
格
者
が
作
成
し
た
定
期
調
査
票
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
結
果
の
報
告
書
に
は
、
第
一
項
の
昇
降
機
及
び
第
三

項
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
定
期
検
査
成
績
表
及
び
検
査
表
を
、
第
二
項
の
建
築
設
備
に
あ
つ
て
は

建
築
設
備
定
期
検
査
項
目
表
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
項
の
定
期
検
査
成
績
表
、
検
査
表
及
び
建
築
設
備
定
期
検
査
項
目
表
は
、
報
告
の
日
前
三
月

以
内
に
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
検
査
資
格
者
（
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
建

築
士
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
を
い
う
。
）
が
検
査
し
、
作
成
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（い）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
一
の
（い）

項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表

一
の
（と）
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
及
び
（ぬ）
項
」
を
「
第
一
条

の
三
第
一
項
の
表
一
の
（と）
項
及
び
（る）
項
」
に
、
「
同
表
（ぬ）
項
」
を
「
同
表
（る）
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（い）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
一
の
（い）

項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（い）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
一

の
（い）
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項

の
表
一
の
（と）
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
及
び
（ぬ）
項
」
を
「
第

一
条
の
三
第
一
項
の
表
一
の
（と）
項
及
び
（る）
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
二
、
第
十
五
条
及

び
第
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

様
式
第
８
号
及
び
様
式
第
９
号
削
除

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


